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　　 αメ＞ne　sit　Jzityik　hone　se　乞η為δr　 　karn召　　んδ1zaq　chi？τ轟　 うα｛季んδ　（Sdihit：ソα　ん廃　営rεyα　 at‘r　メη’（三ya　
　75
　　翼）「私はEl分が文学者であることを拒む権利を嚢いとった」；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81・
　　hamdire　3α顧ノne　Hindaノ冴彦ε（ko）＿ttS　UCCdiSan　Par醗舷　4砂δhai方5θwahαPni　aka－
　　rManNatd　ke　kdrany　kai　gαtabdiyρse　chor　baithi　thi（Pr．　Sevdsadan　246頁）　「我々の
　　（神智）協会は，ヒンドゥー社会を，それ（ヒンドゥー社会）が自らの無気力性故に幾世紀
　　も前から断念していた（失っていた）高い地位に座らせた」；
tistihata　chor　baithna「僑念をすてる」；sx・dsthyαfeho　baiShndi「健康を失う1；naukri　se
hdth 　dho　baithna 　｛一勤めをやめる」
　これらの動詞合成語のすべての目的語一一大半は精神的な性質，それに健康という重要な身体
的性質，さらに秩序とか境遇（権利や地位），それから一般的な基添的なもの（形や存在）であ
る一は次のような種類のものである。すなわち，目的語が非常に密接に存在と結びついている
　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ので人がそれを不承不承あきらめるか，あきらめるべきでないか，あるいは又，自分を放棄する
ことなくあきらめることができないということである。このような損失と一致する気持の状態が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　baithnaによって強調されるものだと思える。何故なら，「座る，腰を一ドす」ことは，当惑，少な
くとも「遺憾ながら」いわれる感情，そしてudds　baiehta　haiとか，　ft（dil）bailh（のノ反頗hai
といった場合の気持を表現し得る一つの身ぶりである。その身ぶりが助動詞としてのbaithndiの
使用といかに直接かかわっているかは，PREMCANDの次の文章からも説明できる：
鷲S♪α重嫌絃肱韻jo戯箕bhar　kisi　vrksたe　nice　aram　se　soneたe　b記sandhya　ko噸e
　　aur　sdmne　ek　z書罐Pαhar　dekhfear　himmat舷r　baithe＿（Sevasadan　5頁）　「日中ずっと
　　ある木の下でゆっくり眠った後，夕方に9を覚まして前方の高い山をみて勇気を央うあの旅
　　人のように…」
　ところで，失う意の動詞にbaithnaが使われることは，今再構成しょうと試みたbaithnaの
基盤になっている根元状態を，つねに直接示しているかというと決してそうではない。失う人が
自分の損失を惜しんでいることが状況の前後関係からして，ありそうもないということさえしば
しばある。又，時として，それが生きている物でないから彼がその損失物を全然借しむことがで
きない。例：
　　khatis　urdti　ke　saiferq　Sαbdαaise　ftai／O　apme　parva　r妙ko　ehdaM　kho　baithe　haii
　　「純粋のウルドゥー語の何百という単語はもとの形（ペルシャ語においてもっていたところ
　　の）を完全に失ったものである」
　このような場合，当然，baithnaの機能を知るのが大層困難になるが，しかしそれでも，失う
ということは人が困った状態に「おかれる」何かであるという観念は，損失特に非物質的なもの
の損失が∂αf帥灌を常につけ加えることによって，より切実に表わされるにいたるように思える。
いずれにせよ，二番輿のグループとして（§68）観察したいと思っている諸結合例によって確証
されることは，この観念がbaithndり使用の基礎になり得るということである。もともとkho
1　Padmasξh　Sarma：Hindi，　Urdg　aur　Hindustani（llahabad：Hindustani　Academy　3版，1951）
4頁。
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baithndは碗舷48厩「座らせる」のように一つの独立した意味単位ではなかろうし，「失った
後，すわる」と解かれよう一hahノ伽4がギ言った後，立ち去る1であるように。このことと
一致することは，露厩と同様baiFhnaの場合，過宏形の構造を決めるのは助動詞であって主動
詞でないということである：vah航o　baieh．a．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　サ　　　　　　　　　
　68．「不幸にして」という気持一遺憾の念，失望，立腹一は，時折前後関係の結果として
一義的に生じ，そこから他の場合にも承認され得るというように，他の動詞の場合にもbaithna
によって示される。例：
socne　ko　mai 　季hih　socta　hq，　t》ar　kαrte　sama：ソ　Ihik　ulξa　kar　baitltta　ゐ鎚　　「考えること蓬ま
　　正しく考えるのですが，しかしいざ実行の段になると，私は（あいにく）正反対のことをし
　　てしまうのです」
「あいにく1という気持はこの文では，文章全体を通して疑いの余地なく明白だから，翻訳で入
れることができる。
idhαr　durbhdgyavaS　mahakavya娠Prampeta　Cand為αr　baigha　thn　aksam　aParadh
　　aitihasifl舷ηッα嫌加8　kd「一方，不幸にして，叙事詩の創始者Candは歴奥的詩を書く
　　という許せない罪を犯した」
すなわち，彼は，インドには歴史がないという西洋の批評家の理論には「残念ながら」（durbha－
9YαvaS＞あたっていなかったけれども，それをしたのである。
この文章は皮肉的であり，強く感情に形成されている一それは倒置によっても示峻されている
ように。
　　lzamdire　48∫me　to　iambe　arse　se　Parαcafera　hi　ek　svdbhavik　sthiti　ho　bαithi　haii「我
　　国では，長い聞，不幸にして外国支配が当り前の状態となっている」
ここでも又，「不幸にして」が文脈によってまさしく要求されているのである。
　　。．漉3ke　cararpρPar　vah　featPana　me　aPne々o　arPamp加プcuki　thi，　usi　se　vah　is　samay
　　tan　baithi（Pr．　Sevdsαdαπ283頁）r…彼女が空想の中で身を捧げていたその人と，今や彼
　　女は自負心から（そして彼女自身にとって遺憾なことに）不和となった」
彼女は自分の姉とひじょうに密接に結びついていると感じていたので，彼女がその断絶を遺憾に
思っていたにちがいないことは明らかである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　遺憾の気持と関係があるのは，baiehnaが往々にして恐怖の動詞と現れることである。例えば
§69の第一文例及び第六文例（is　bdt　ki＿とゴo　thori＿）ならびに次の文例を参照。
　　mujhe　4ar　lαgta　hai，々規α擁∂ana－bαnaツa鮫π多ろfgのna　baiFhti（Pr．　Karmabhtimi　110
　　頁）「もしかしたら，もう出来上っている事をだめにしないだろうかと私は恐れる」（それが
　　私次第ではないので）
途方にくれること，「私はどのようにしようとも，それは閲違いとなろうことをおそれる」とい
1，K．　Gh，　Maξrtivala：Jivanξodhan，ヒンディー語訳（Ahmadabad：Navajlvan　1949）31頁。
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う気持を次の文章の申でδα嫌瀬が表現しているのである。
us　da9　ic　me？za　jane　kyit　kar　bailhtt？（Pr，　Nirmata　21頁）「この（悲しい，どうしょうも
　　ない）状態で，私は一体何をすべきか分らない」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　　　　り　　　　
　69．§67と§68で挙げた表現はすべて，示されたものが本来的に穿在すべきものでないという考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えを，多少共含んでいる。このことから，何らかの意味で偽りつまり正しくなく，不適当で，許
容しがたく，不相応で，欺隔的なこと等を表わす動詞にbαithnaが現れる一連の合成語が明ら
かとなる。「偽り」の概念はしばしば何らかの表現をとってことばで表わされている。このような
場合から禺発して，他の助動詞のところでしらべたことを利用して，「偽りslの概念がba・ighntz
によっても表わされることが結論ずけられることができるのである。さらに，δα嫌雁によって
　　　　
のみ「偽り」の概念全体から展開される場合の結合が明らかとなる。このような合威語にあって
も，大ていは，遺憾なこと，腹立たしいことが存在している。§68で挙げた飼文のうちの最初の
三つは，ここでもう～度挙げてもよかろう。何故なら，§68でも，何らかの意味で偽りであるこ
とが間題になっている。ところが又，偽りの観念が遺憾のそれを凌駕し，又は完金に排除すると
いうような文章もあるのだ。このようなことについて眺めよう。露厩（他動詞につく場合）や
4alndiのところでも，何かがある点で偽りである場合にこれらの助動詞がしばしば使用されるこ
とをみた。しかしこのような場合，三つの動調にある根本感情は非常に種々様々である。方短の
場合は，「遠くへ行きすぎる」という他の概念によって，「偽りである」という観念がもたらさ
れ，廻耀の場合は暴力性によって，6α∫齢灌の場合は遺憾あるいは又，§72でみようとしてい
る大胆さによってもたらされる。例：
　　is　bat　lei　6ゐ耐α力舷hai　ki　ham　aise　caritrg　ko　na　citrit　kar　bαitheブO　siddha”tρki
　　martimatra　hg（Pr．　Kuch乾oの41頁）「原貝【1の具体化にしかすぎないような性格を我々は
　　描写してしまわないかという懸念もある」
そのことは，叙事詩の本質にとっては不適当なのだろう。
　　ham　li　ah　baiFhte　hai　ki　，1）rabhu　se　rog－mukti　ke　lieρ擁π加厩dydi　kar6？　（Satsakg－
　　sudha　23頁）俄々は（不相応1こ）雷う：病気からの救済を神に祈ってどうするのだと」
文脈で明らかなのは，筆者はこの考えをふさわしくないこととしてながめていることである。
yah　fat℃tt　de　baithte　ha乏（Sαtsai2g－sudhti　27頁）「1皮らは （筆者によって偽りと考えられ
　　ている）この判断を下す」
　　 M飢繊b滅ミδ灸αゴ庸n」照箕煕h。算eke　kiiran　ve　sαb♪rαジ晦αSitddh　
　path　aZtr
　　bhramatmakαr読de　baithe　hai「マイティリー語の十分な知識がないために，彼ら
　　（Vldyapatiの作昂の編者達）は皆，大ていまちがった読み方をしてまぎらわしい意味をつ
　　け加えてしまった」
偽りの概念はこの文では，ことばとしていい表わされている。次の例文の初めの四つも岡じであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆茎
る。
Indr（乙　brithma？｝　k（｝　て｝¢ま　m｛≡　δkar　c5al　se　kaて｝αc　aur　kuq（lat　mQ9　老》α｛書hte　ha毛　r’《　ン　ドラ
　　神はバラモンに身をやつしてやって来て，術策をもってよろいと指輪を乞う」
　　ノ・th・πbah・t（Hi・di）ja・te　hai　unhe　b6rclαar　bhaッrahta　hai　ki　ve　9・lat　sam。jhkar
　　kuch　ka　kuch　likh　na　bαiFhe「多少共ヒンディー語を知っている人達（議会の会期に出席
　　している新聞記者達）はいつも，誤って理解して，（いわれたことと）全くちがったことを
　　書きとめはしないかと恐れているj
　　mohavaξvah　（mantt5ya）　ise　（＝・Sarir　ko）　apna　samajh　baiFhtdi　hai　（BhP．7，2，42）
　　「眩惑にかられて，人は身体が己れのものだと考えるのだj
　　log　VidツdPati　ko　Yaisrpav　mtinne　ki　bh田kar　baiFhte　hai「人々はVidyapatiをヴィシ
　　ュヌ派の僑徒と誤って思うj
　　jise　Ap　jvatamttkhi　Parτat　sαmajゐ　baithe　hai　wah　kevatδz4乃εhui　89舷412er　hai
　　（Pr．　Sevasαdan　311頁）「貴方が火山だと思い込んでいたものは，ただの消えた火の積み重
　　ねられたものにすぎない」
ham　deh海ρめ魔んo　hi　aPnd　sdidhYa加伽baithe加老（Gita－Pravaca？z　23頁） 「我々は身
　　体を崇めることが自分達の修業の目的だと思っている」
　　ブoiRdriy2　ke　Sttkhg　ko　lzi　sα1，vαsva磁7z　baitha　hai（BhP．7，　6，13）「宮能の喜びだけが
　　すべてと思っている入は…」
最後．の二つの擁文では，「偽りであったり，…をふさわしくないと考える」という概念は，Mti7t
baithdi　hondによって表わされている。だから形は完了でも意味は現在である（いわば「彼らは
腰を下した，一方考える…」）。強調文にあっても又，6α妙禰の完了形が規在形の代りに規則的
に現れる（§83参照）。つまり，それはより一属活力的で卵象的なのである。
　最後にここで，ひじょうに慣用的な合成語ban∂α姫厩を挙げなければならない。その意味，
「として振舞う，のような態度をとるjiは，その現象がある慧味で「偽り」であるという観念が，
非常に頻繁にbaithnciの使用の基礎になっていることが認識される場合にしか，兇出されない。
例：
」’ ise　αノ）鴛e　ghar　S霞海ん乏　roei）sop　bhi　maya，SSαr　？tah霧　ηah　bh藍　bitrat　m¢　」轟為03・　オδれσ歪瓦1τ　ba？t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　ま
　　baiehta　hai（Pr．　Nirmald　9頁）「我家ではひからびたパンさえ手に入らない男でも，結婚
　　の行列に加わると独裁者のように振舞うのだ」
　1　私が一部はたえず，一部は時折利用した十冊の辞書（§4の注6を参照）のうち，ひじょうに説明の必
　要なこの合成語を書きとめているものは一il｛｝もない。　B功碗羅η読Kosは単一語のbanna等tCっいて，
ゴob，lt　a♪ne　me　nαho，2tS　ka　Prαdαrsan　karnaという意味を与えているが，この意味がδ厩魏顔に，よ
　　って明滋にされ，その際，合成議は述語名詞と結ばれるということを述べていない。調べた二十一醗の文
　法書と学翼書のうち，PA｝lwA（244頁）だけがban　baithnaを蕉しく説明している。　GREAvEs（288頁）
　　の説明は全く誤っている。
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麺Chi　chah犠α伽e　me　vah　V乏tasita　ka　drohi，　vah　sarαt　j幻απ娠！ゆδSα乱accha　khasa
　　raisxada　ban　baitha（Pr．　Karmabhami　22頁）「半年たらずで，あの奢修を敵としていた
　　人，質素な生活の信奉者だった人が立派な豪族の息子のように振舞った」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　
ban　jandの代りにban　baithnaが用いられていることで，この発展がほんとうでなかったこと
が暗示されるのである。
　70．分類にあたっては，形は他動詞に従いながら一つの被害，つまり密接に主語に属するある
本質を失わせること等を示すところの動詞から出発した。　そこからbaithndが「遺憾」の気持や
「偽り」の概念を説明する場合の結合を理解しょうと試みた。しかし，§69の分類は又，§67のグル
ー プと反対に，強く能動的な他の種類の動詞とも内容的に関連して用いられることができよう。つ
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
まりbai；hnaは，ある人間の個人的領域への強い侵害を表わす動詞にも頻繁に現れるということ
だ。それらは，部分的には§67に分類したものと，丁度積極的対立をなすものである。いいかえると，
加gσ海賊baithna「権利をはく奪させる」は§67のグループに属し，　haq　chln　bαighna「ある人か
ら権利を奪う」は，今観察しようとしているグループに属する。tan　bαithna（§68の第四例［＿jis
cara4ρ＿］）「（その入自身の遺憾なことに）仲たがいする」については，二人の関与者は消極的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　
であるのと同様に，積極的でもある。この合成語は§68にも，又ここに入れてもよい。加害を示
　　　　　　　
す動詞のさらにいくつかの例：
　　Cori　kar　baithna，σ群δbaiShnd「盗む」；we　is　ke♂か8　cori，　chal，加♪αξsab　httch　kar
　　baithte　hai（Pr，　Sewasadan　117頁）「彼らはこのために盗み，だまし，詐欺等何でも（悪
い行為を）あえて行うのだ］；dab（daba，　te，　Pacdi，　haraP）baithna「（他入の所有物を）不
　　正に獲得する，抑留する，だます」dghat　kar　baiehna「一撃を加える」；dikramait　kar
　　bαiFhndi「攻撃する」；版読chor　bαithna「力ずくで攻める，格闘する」；n；ar　bαiFhnd「つか
み合いする，打つ，不正に獲得する」；uPαdrαv　kar　bailhnd　r騒動をおこす」；　atmαhatya
々αr　baithndi　「自殺する」　；　U5a44ai）an　kar　bαi孝hndi　「無4乍法をする」　；んδ　aParadh　fe　ar
baithnd「の罪を犯す，侮辱する」；44孝baithna「おどす」；nindaゐαr　baithnaギとがめる」
　　；kah　bαi；ftna「あてこすりをいう，当意即妙の意外な答えでだまらせる，口走る」一最
　　後の意味の例：
　　vah　aPni　mami　ke　isarρPar　daitrti　thi，　jis　me　vah禰凝ko　kuch　kah　na　baithe
　　（Pr．　Sevasadαn　117頁）「彼女は母に何も打ち明けないように，（何でものぞみを実現する
　　ために）伯母の合図によって走っていた」
　§67で示した身ぶりはbaithndのこの機能を基礎とし得ないことは明白である。§67の若干の
動詞が，　ここで扱った動詞に対応する自動詞であるとの観察によって，　この機能が§67の分類
から由来することもまずない。この事実は，baiShndが暗示することがらを知ることがさらに加
わるということを意味する。加害を示す動詞にあっても，座っているとか座るとかいう観念が基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　86
礎になっていると，確かに想像されるにちがいないが，しかしそれは§67で解明したのとは潤の
種類である。ここでの出発点は，ある動物たとえば犬が他の動物をいかに製うかを観察すること
であり得よう。つまり，それは，たとえば，偲擁baighndi「おそう」によっても明白に示される
ように，文字通りには，その上に座るということである。つまり，加害性を示す動詞にあっては，
baiehndiはドイツ語でも同じような観念を用いるとすれば”Zusetzen“　（苦しめる）である。
「圧迫」を意味する動詞の場合も，この助動詞の使用は明らかである。例えば次の文では，合成
語4α廊baithnaの意味は，文字通りの意味「押えて，その上に乗る」に大変近い：
nidrd　kd　dev　ttse　daba　baiihdi（Pr．　Sevasadan　43頁）「眠りの神が彼を打ちまかした」
岡様に，9伽3baithnaについても，　bαiFh？Utのもとの意味が考えられる：
　　marne舷to　itnd　4ar　hamdire　man　me　gh　tts　baitha　hai（Gitd・Pravacan　23頁）「死吾こ対
　　する大きな恐怖が我々の心に入り込んで根を下した」
　71．加害性を示す動詞によって，「偽り」の概念を含む動詞合成語のすべて，又はいくらかも
又，すでに示唆したように，明らかになるかもしれない。つまり，何か偽りのことをすることは，
わずらわしいことと感じられていよう。しかし，これらのグループ（§69）は遺憾の気持（§68）
及び損失の動詞（§67）と関連させるのがより正しいと私には思われる。もっとも，頻繁に現れ
るρ欝肋2「たずねる」にbaiehnaがつく場合には，　baithnaは攻撃の動詞のbαithnaと事態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
が同じであることは確かだ。その都度問題なのは，たずねられた人又は語り手によって，わずら
　　　の　　　
わしいこと，穏やかな侵害と感じられるということである。その間が入を立腹させるように作用
するときは，再び§68の分類の一つの結合が存在する。時々，たずねられた入自身が立腹して，
わずらわしいと感じていることがことばに表わされることがある：
　　yadi　vah　koi　Parha　hua∫abda餌o乃6α渤語to　Sarmajiノ加〃d　Parte（Pr．　Sevdsadan
　　71頁）「彼（Sarmaの甥）が読んだことのある語（読書したときは理解できないと思った）
　　をたずねるとSarma氏は腹を立てたものだ」（それは彼にとってめんどうだから）
「立腹する」の概念はparndと組み合わされている。§52参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　
　72．最後に，任意の動詞にあって，その行為が大胆に，不遜に又は何らかの瑚の方法で強弱の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
差はあれ，わずらわしさをもって為されるということ，又その行為は勝手にすることであって，
不快なこととして働くものであることが暗示される場合に，合成語の中に往々，baithndが現れ
る。これらすべての場合は，内容的に§70と§71の分類と同じである。「座っている」の第三の身
ぶりの観念が§70と§71の分類の基礎になっていることも有り得よう。つまり，挑発的に座ってい
る，ということである。§83の例文参照：
・　　kaftani　me　sacmucθ々patra　tekhah　ki　aPratiSodゐツa　aツogツαta　ke舷プα4　bhaξa4，karne‘
　　ki　jagah　us　bhdsarpたo，dene‘ki　himmat　kar　6碗乃々tha（Sahityαkd　greンαaur　Pi・eツa
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291～292頁）「短篇小説のv錘で，実際に，ある登場人物が，作家の度し難い無能さのため，
（ヒンディー語浄化主義者ののぞんでいるように）演説を『する』代りに，（英語でそう言え
るように）演説を『与える』ことを，大胆にもしたのだj
ab　saガ28　nz6　mai　Philny　8勲盈kaise　tiklz　baiihdi（岡上289頁）a928年になって，私がふ
ともう一度筆をとるなんてことにどうしてなったのだろう」
udhar　se　chuFFi　mili，　to（tZtnt）ッ識ραo毎le　bαi歩he（Pr．　KarmabhzZmi　29頁）「休みに
なったのなら，ここで劇場を作ってみるがいい」
valz　dil　m¢ 　jheqjhta　rαhi　thi　ki　αmηnep　kyg　in　se　mel・d　dZtkh．ra　ie　うα｛Fhi　（岡上39’頁）　ギそ皮
女は心の中で立腹していたしそして自問もていた一一お母さんはこの入に何故私の悲しい身
の上話をしたのでしょう」
　73．我々はbaiClzntl合成語の二つの基本的なタイプーすなわち，損失の動調と攻撃の動詞を
みた。両者共，6α姫廊がきわめて規踊的に現れる。だから1その他の使用例も，できる限りこ
れらのことから推盤することは明白だ。派生として明らかとなったのは，遺憾，偽り，大胆さ，
挑戦の概念である。二つの基本的なタイプの基礎となっているように思われるのは，「座ってい
多」叉はヂ座る」という二つの異なる身ぶりである。しかし，「座っている」のさらに三つ目の
態度がδα渤顧合成語の構旗の誘因になっているかもしれない。つまり，黙って，執拗に，挑
戦的にそこに座っているということである。ここからbaithnaが不遜等を強調している若干の
結会が明らかにされ得よう。「座っている」又は「座る」のどんな身ぶりが6α励滅合成語の誘
因になっているかを，個々の場合について規定するのは，もちろん困難なことである。組み合わ
せることと混合することで見当がっくだby　’ifある。4azlndiによって構成される合成語の場合と全
く同様に，baithnd合成語も情緒を強調することがしばしばある。
　さて，文法の様々な説明をふりかえると，二人のインド人KKMTAPRASAD　GURUとTHA・
1〈ARDAss　PAHWAがこの場合，実際に欝語感情を正確に眺めていることが明らかになる。両人
　　　　　　　　　　　コ　　の　　り　　　
共，bαithndiの機能のすべての1訂能性を注視しているわけではないにしても，　KAMTAPRASAD
の定義「不遜」（4hrS診αオ轟）とPAHWAの定義”imprudence　and　r．egret“は，　bαiShna合成語
のかなり大部分にあてはまっていることがある。PAHWAの”force“という説明は，力日害性を示
す動講に適用できると愚うが，しかし「カ」という概念は，baithnaがこれらの結合の中でもっ
ている機能の規定としては不正確すぎる。ただ注目すべきことに，どの文法書もbai；lznciがひじ
ょうに頻繁に「偽り」（大胆な，そして又遺憾ながらなされる偽り）の概念を動詞から発展させ
ることを述べていない。全く誤っているのは，需語感情と調査なしに抽象的に組み立てられたも
のだから，ヨーmッパ入の文法学者とVALEのbailhnaの説明である♂
1　例えばHARLEYとVALEの「突然性」という説明がいかに間違っているかは，次の文章（ある宗教th
上の論文から引用）が的確に証明している。
yah　SM那ti　bhi　hani　dhire－dh1re舷o　baithte舷’ヂこの記憶も泓達は次第にタミうのです」
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Ix．強 調
　74．これまで扱ってきた八つの助動詞は，語幹との結合の場合のみを観察したのであるが（§
46を例外として），これらの構造以外にもそれらのうちのあるものは，他の不定勤詞形との結合に
おいても現れる。その際，それらは話法の助動詞の機能あるいは又，相を示す機能をもつことにな
る（例えば，den　cZは変形不定調と共に，露廊は現在分詞と共に）。このような機能については，
ここでは考慮に入れないことにする。語幹として他の独立形と結ばれる助動詞のしくみを研究し
なければならない。かなり頻繁に　（語幹よりは相当まれであるが）助動詞一詳しくは4θ顧，
♂8厩，他動詞の場合の海滋（及び伽の，そして4dlnaとbaithnd－一との結合に現れるのは，
－eで終る独立詞，すなわち，外見上は過去分詞の斜格形に似ており，ある完結された行為によっ
て達せられた状態を表現する形である。さらに，jand，伽4とParnaはしばしば自動詞の過去分
詞と組み合わされるが，このしくみについても観察しなければいけない。二つのしくみ一一e独
立詞との結合と，9動講の遍玄分詞とのそれ一一一はその働きが大部分一致するので，PAHWA
（Tlze　Pt；cca　Mtinshi　3王1頁）がしているように，一一一f9して扱われてよかろう。それらは，ある
　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　
現象が普通よりも客観的に推移することを表現しようとしているか，あるいは又，ある行為又は
　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　
状態が強く心に思い浮かべられることを暗示しようとしているので，強調として示されてよかろ
う。そこから，いくつかの可能な意味のニュアンスが明らかになる。1
　75。その次に∂α泌顧合成語を助動詞として含むところの一e独立詞を含む合成語（§83），そ
れに又，自動詞の過去分詞のゴ伽δ（伽の　それにParndとの結合は，現在分詞の使用によっ
て形成される彫においてのみ現れる。さらに命令文や，第二の助動詞としてのrahndとの構成
において現れる。
　鋤動詞としての4θ厩（又は”Atmanepada“の♂ε厩）との一e独立詞合成語はしばしば，その行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　ロ　　　
為が，単一語又は語幹÷48漉αθ厩）の合成語が示すよりも客観的により強くなされ又はなされ
たことをあらわす。例：
　1　KELLOGGは（他のヨーPッパ人の文法学者と爾様）自動詞の過宏分詞との結合を挙げていない。－e独
　立詞結合の機能を彼は（§754，3・448頁）・・throwing　a　special　emphasis　on　the　leading　verb‘‘・と．
　記述している。Emphase，つまり主観的な強調化は一8独立詞合成語によって意味され得るが，しかし，こ
　の形がある現象が客顧的に力強く推移することをあらわすことになっている場合もある。従ってEmphase
　よりもIntens三v三erungについていった方がよい。
　K入MTApRAs入D　GuRu（§419，402頁）は一e独立詞結合を？tiScay－bodhak，語幹との結合をavαdharatz－
　bodhakと記している（§15参照）。しかし痂σαyとavadharageのちがいは大きくない。　SqksiPta　Hindi
　9αbdαsagαrはαvadharapを痂σαッでおきかえている。
　PAHwA（The　Pucca　Munshi　311頁）は自動詞の過去分調との構造と同様，これを，，Extra－lntensiva‘‘
　と名ずけているが，すでに語幹との合成語に「強調」という術語が使われていたときにも，結局のところ，
　それと全く岡じような命名をしなくてはいけないことになる。
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　　naukar－cakar　ghar　ki　samPatti　Ztraye　dete　the（Pr．　Manasarouar　3，25頁）「召使達は家
　　の財産をむだ使いしていたj
　　mai　tum　se加加deta侮「私は君に対して断言する」
　　Ptaft　mai　tu・mhe　batSae　deti　h4（Citrαlefeha　36頁）「このことを私はあなたに明言しておき
　　ます」
hh・r；b・li　・yak・・aq　ke　an・k　k・tkin　P・ay・99　k・V・・sarvathd　ch・r・d・t・ha“rKh・τlb。li
　　の文法の多くの難しい用法を彼ら　（Bazarfi　Hindustaniをしゃべる人々）は完全にすて去
　　っていますll
最後の例では，強調化は動詞以外にも，副講（sarvatha）によって表わされている。
　－eで終る独立詞は行為の完全な結果，行為の結果としての一つの状態の達成を強調する。dend
との結合においては従って，「一つの完結したものとしての行為を放棄する」という意味が明ら
かになる。その行為は普通よりも完金で完結的であり，同じく通常の場合よりもそれがより精力
的になされることが推量される。それは，語幹につくdenaによってひき起された他動詞性の概
念の明白化を越えた，強調化としてはっきり示されうる一つの明らな高まりである。
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　コ　　　　　　り　　　　の　　　　　　　　　　　　　　のロ　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　の
　76・同じように，自動詞の過去分詞とfana（伽め　それにParndの結合は，ある現象が強く
推移し，主語がその現象に巻きこまれ，それと掛り合いになっていることを意味することができ
る。これに属するのはよく使われるdαuraブ伽δである：
vah　tezi　se　daurd　jd　rαha　hαi「彼は速く向うへ走っている」；khabar　miite　hi　vah　aSPatal
　　dαura　9αNa「知らせを受けとるや，ただちに彼は病院へ走った」。外の例：
jy¢－3　yQ　ai）αr　ttξhna　cahta　hQ，　aur　nice　dαba　jata　hQ　　（Pτ．　Sevdsadan　2Q3頁）　r上へ登ろ
　　うと思うほど，ますます下へ押しやられます」
　　sab舵Sab　is　VeSNa　ke　hav－bhdv　Par　mite　jate　the（Pr．同上42頁）「皆ことごとく，こ
　　の娼婦と遊ぷのに夢中になっていたj
　　ba「f　Piglt　jatl　hai（PAHwA　311頁），，The三ce　is　fast　melting．‘‘
　　me「d　bazdr　gira方緬舷hai（Pr．　Sevdsαdαn　98頁）「私の経済状態は継続的に悪化して
　　いる」（つまり，景気が下落傾向を有．している）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こわ　　bhay　se　cittα3∫競rゐ顔ノδ頗彦舷（Pr．同上229頁）「恐さのため彼の心は落ち着かなかった」
　形に従えぱ，よく使われる合成語cala　jana「立ち去るjもここに挙げてよかろう。しかし，
その意味はごく陳腐であって，それ自身に本来的に強調の意味はない。それは単に，用いられな
い頂頂厩の代りをなす規定形にすぎない。caldiは，他の運動のより緊急的な描写の場合にもお
かれる。例：
王　Sunltikumar　Ca㌻topadh頭y：Bharat　ki　bha＄a¢，，．，　MahEdev　Sahaによるヒンディー語訳（llah議bad：
Hindi　Bhavan　1951）77頁。
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vah　dauta　catd　jat4’擁「彼はそこへ走っていったものだj
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　
　77．第二の助動詞としてのrahndとの結合においては，強調化が意図されていなくて，単に
二つの語幹の衝突が避けられているだけと恩えることがしばしばある。例：
　　Preyαsαbda　ko　mai　eale　de　rahdi侮（Sahityαkdi∫rεッαattr　PreYa．7頁）「私は『好ま
　　しい』という言葉を傍にしりぞけようとしていますj
　　mαine　is　visaor　me　do　Pustake　Parhl　haiノ痂舷ndim　mai　Ap肋nice　tithe（likhでな
　　く）4θrα版hzl「私がこの事に関して読んだ二冊の本の名前をあなたのために下に書きまし
　　ょう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ　　　　　ロ　　リ
　78．－e独立詞を含む合成語は，ある客観的に強い現象を述べるよりも，単に強く表象されるあ
る現象を表現するのに用いられることの方が頻繁である。その場合に時として大きな眼目となる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　リ　　　　　の　　の　　　　　　
のは，直接に面前にさし迫っている何かあることであり，それは空想をいきいきと刺激する結果，
現在形で，かつ一e独立詞の使用によって，本来すでに起ったこととして述べられるのである。こ
のような結合には，48顧，」8厩，他動詞につくノ伽δ（及び伽のそして42」厩がつく。さらにノ4短
（dnd）及び自動詞の過去分詞につくρ町擁も又，ある状態が直接面前に存在し又は，一つの
　　　　
傾向，性癖が起ろうとする傾向が存在することを暗示することができる。例：
－e独立詞とdend：
　　（mai）Ap　ki　cintdi9舷ant　kiore　48雄hil（Pr．　Sevasadan　123頁）「（私は）貴方の心配を
　　（すぐに）なくしてあげます」
　　mai　abftl－abhi　tera　sir　4ゐ曜se　alag　kiore　detdi　h4（BhP．7，　8，14）「私は合すぐお前の頭
　　を胴体からひき離してやる」
　　calo　fetas　me，　mai　fis　4砂846’δ侮（Pr．　i（armabhami3～4頁）「教室に入りなさい，私
　　はすぐに授業料を（お前のために）払ってあげよう」
－e独立詞とlena：
　　is　vaqt　to　mai　ye　rfimaS　liye　18躍碗（同上87頁）「今すぐに私はこれらのハンカチを手に
　　とりましょう」
他動詞の一e独立詞とfandi：
　　（mai）gari　chore　jdta　htl（Pr．　Sevasαdan　351頁）「（私は）車を（ここに）とめておきます」
－ e独立詞とdat，ia：
kNa｛s趣α等一硫αr　ke　netra－s鴛嫉舞e　tiye城⑳箕¢bhαvisyα　jivan醸sarvanCtS　kiv¢繭城
　　加ρ（同上218頁）「この瞬間の目の慰みのためにお前は自分の将来の人生をほろぼしてしま
　　うのか」
　　is　batafe　ko　mai　abhi　mdre　4反♂頗伽（VP．1，19，16）「この子供を私はすぐに殺してしまお
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　　う」
自動詞の過去分講と」’d71　ti：
（t2tM）　dte　為二y¢　nah1？　2）ahαuriyq　多hampdi　hui　j　diti　hαi　（Pr．　Karmabhami　47頁 ）　rどう　し
　　て（お蔚は）来ないのか。PakauTi（えんどう粉から作る一種の食物）が冷えますよ」（冷た
　　くなろうとしている）
　　ttS　se　bdtcit　karne　m6　Meri妙δhethi　hui　jati　hai2　（Pr．＾∫evasαdan　32頁）直訳：「彼女
　　と話をすれば，どんな不名誉が生じようとしているか（それはどんな不名誉であり得るか）j
　　abhi　khdnd鋤顕r　hud／4厩hai（Pr．同上28頁）「すぐに食事の用意ができます」
　　ab　ek　hi　do　3認me　yah　htiriti　miti　jati　hai（Pr．同上5頁）「ここ一，二年のうちに，こ
　　の悪習はきっとなくなるでしょうj
　　ab　kahne　me　kya　bigra　jata　hai（Pr．同上262頁）「今，蕎がそのことをいっても，何の害
　　があるというのか（何がだめになろうとしているのか）」
自動詞の過去分詞とParnCt1：
　　divar　giri　parti　hai（PAHwA　3且頁），，The　wall　is　threatening　to　fall．‘‘
上述のいくつかの例においては，直接藤育奪に存在することは，強調以外に，副詞の使用によって
も表わされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
79．4dilnd及び勉顧が他動詞と使われる場合，一θ独立謁は誇張的な表現に好んで用いられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この場含も，現象は強く表象されるのである。例：
use　yah　bhay　kitave　fδtdi　tha　ki－。（Pr．　Sevasadan　338頁）「…という恐れが彼女をさいな
　　めていた」
　　Zls　fte　sammukh　ノ伽ε舷6hay，　tls　se　4khe　migcine　ki‘α、ノ毎微〃Lε厩紹4alti　hai（同
　　上28～59頁）「彼女に出会うという恐怖，彼女と目を会わせるという恥しさのため，私は死
　　にかねない」
1　K入MTAPRAsAD　GuRu（§408，393頁）はこれらの結合をtatpαratit－bodhafe（彌意カミでぎているこ
と，志向を示す」）とよんでいるが，その場合はそれらの諸機能のただ一つの可能性についてあたってい
るだけで，§76で扱った，又§80で扱う予定のものにはあたっていない。Hindi　8α∂4α∫4gαrは次のように
説明する（Parnaのところで）：ノ∫3　Prakar　vvapar　ke　ghatit　hone　fee　lagbftα9　ydi　sadrS　vツaPCtl’
Stlcit　karne　ke　tiYe　hriツa舷r砂bhabtkalik　karke　tab　us　ke　Sdth，ゴ翻グlagtite　hai＿，　usi　Prakar
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　サ　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　の　　　　コ　　　　　
，PaTzaC‘6ゐi　tαgate　hai＿「ある行為がほとんど生じ，又は岡じような行為が起ることを示すのに動詞を
過去形にしてからノ4ndiをっけるように…，ちょうどそのようにPar？tdも付加される…1。ここで述べら
れていることは，§80で扱うノ励δと餌r擁の機能の可能性に当っているだけだ。戸禰又は自動詞の過
去分詞との結合を考慮している三冊のインド人による著作から明らかになるのは，これらの構造の機能の
可能性のうち，一つか二つにすぎない。13頁の油1参照。
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　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　む　　の
　80．しばしば，自動詞の過去分詞と殖磁，翻δ，pαr？iaとの結合においても又，比喩的又は誇
　　　　　　の　　　
張的表現に用いられることがある。　Hindi　Sabdαsagαr（78頁の注1参照）の説明に従うと，
「ほとんど」とか「おおよそ」あるいは又「あたかも」といった概念のみがここで付け足して考
えられるのである。そして実際，「あたかも」「さながら」＠融ρ）がことばとして表現されて
いる文章の中で，これらの結合が現れることもしばしばあるのである。例：
jandと：
bαcca磁re舞α瑠漁e鴛s飯c蔽tΣme　9ん霧s丘廊a　tha（？r．　Manasarovar　5，4翼）r子供
　　は寒さのため（ほとんど）彼女の胸にもぐりこんでいた」
vah　isαParadh　se　dαbe殖診θthe（Pr．　Sevasadan　U8頁）「この罪は重荷のように，彼を
　　圧迫していた」
　　♪，効sochar　US　k（i加4αッ　vidirrp　hud滅頗thdi（岡上261頁）　「こう考えて，彼女の心臓
　　は（ほとんど）引きさかれようとしていた」
　　　
ノ
　　5伽頗々oaisdi　mdiliim　hua－fei　mane　vah　αthah　sdgar　me　bahi殖rahi　hai　（周上）
　　「Santaには，さながらはかりしれない深海へと流されていくように思われたj
　　duhkh　se耀漉鰯θ毎ρ乃α麺毎耀ん厩（同上282頁）「苦しみのため，私の心臓は　（ほとん
　　ど）裂けんばかりだ」
δ雁と：
merilんα∫θ毎to　aδhi　se　2‘加矯認緬hai（Pr．　NirmαSa　143頁）「私の心臓はすでにもう （ほ
　　とんど）あふれようとしている」（すなわち，私は全く動揺している）
f）Ct　1・　71　t－t　 と　　：
vlr－vrtti　tls融rom．rom　se麺擁云Parti　thi（Gitδ一1）rαvacan．42頁）「英雄性が彼の全細毛
　　から（ほとんど「文字通り」）したたりおちていた」
§76，§78及び§80を注意。
　自動講の完了分詞とjandとの結合の三つの機能と混同されてはならないのは，時々現れる
の　　　　　の　　つ　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　
自動詞の主語を欠いた受動形である。これも確かに，ある力強い表現法を表わしている。例：
isi　tarah　dukan　Par　bailha　jata　hai？（Pr。　Karmabhabmi　4ユ頁）ギそれは店に座るという
　　意味か」（直訳：このように座られるか）　　つまり話しかけられた人は店を閉じて立ち去っ
　　ていたでのある。
t21M　se　71a　rα1za　fata（Pr．　Sevits　adαn　26Q頁）「君はとどまることができない」　（君によっ
　　てとどまられないだろう）2君はそれに羅えることができない。
　　ブδ2z．麓乃加r　cig　me　nahl　kada　jUt　iL（Pr．　Karmabhtimi　21頁）「わざと火にとび込めない
　　ものだ」
81．ブ4雁との結合において，他動詞の一e独立詞は往々，一つの強調化された機能も，一種の相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　
を示す機能も併せもつ。このような合成語は徹底的そして精力的な行為と岡様，連続的永続的な
　　　　
行為を示す。例：
　　maiαise　logρko　bhiノ盈’δh4，ノO　akgrezi　ke　vidvan　’hohar　aPnd　dharm・karm　nibhaツe
　　初8hai（Pr．　Karmabhdimi　42頁）「英語がよく出来ながら，自分の宗教的義務を誠実に果
　　しているような人達も，私は知っています」
vah　to箆ユ毎ηα碗feiye伽オΣhai（同上93頁）「彼女はいつも，反対ばかりしている」
　　ηah　malldlZ　ki動ぼ磁ηZα4肋漉hai，駕5々θPairρρα撰hai，　roti　hai；嫌加ηah　Yah
kahe　fata　hai：tere　lie　yah4　jagah　nahi　hai（Pr．　Nirmaia　7頁）「彼女は船頭におべつ
　　かを使い（彼の心を動かして乗せてくれるように），彼の足にひれ伏し，泣くが，船頭は再
　　三再四『あんたの乗る場所はここにねえ』というだけだ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　82．万厩と伽δはしばしば，自動詞と同様他動詞の一kar独立詞と結ばれてこうなる。つま
り，二つの動調のもとの意味一「行く」と「来る」一も又，確かに意味されるが，しかし同
時に，主動詞の一つの強調化された衰現が明らかになるのである。例：
vah　iog　A♪ko　c加擁αr　kabhl　na　jacge（Pr．　Kαrmabhitmi　78頁）「この人達は貴方を決
　　して見捨てないでしょうj
　　Bhagαvan刎‘乃8　chorkar　cale　gaye（BhP．7，4，39）「神は完全に私を見捨てたj
　　kal　hi　vah　chaikarのδ酌4（Pr．　Nirmala　15頁）「やっと昨日，彼女は自由の身になった
　　ところだ」
もう一つの例は§39の最後の例文にみえる（defear　cate　gaye）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの表現において，実際に起る「立ち去る」又は「来る」も発言されるというまさにこの
ことによって，真の強調すなわち，その行為が特鋼多量に，最終的又は完全であることをあらわ
す形式が生まれるのである。ここで，まだ完全に完成されていない強調の機能をもった一つの構
造があると思える。このことを示しているのは，それがまだインド人文法家によって述べられて
いないという事実のみならず，なかんずく，次のような事情でもある。つまり，それは今罠まで，
異体的な立ち去るとか又は来るとかをひき起こしたり又はそれらを含む諸現象に関して述べるた
めにのみ使われたという事情である。これらの構造においてはヒンディー語は，未来と過去の
強調をも又くみ立てる可能性を求めていると私は想像したい。完了分詞と海雁の強調はもとよ
り，－e独立詞の強調に全くよくあてはまっているのは，上述の§75の1の公式である一もっと
もそれはしばしば二つに分れるが。例：
　　is　tαrah（mai）us　kαhdini　ko嫌んεcala　gayd，　to　ban　gai　，1）arαkh‘（Sahitya舷Sreンα
　　aur　Preンa　13頁）「（私は）こうしてその短篇を　（ついに）書き終えました。そしてできた
　　のが‘Parakh’です」
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それでも一般に言語感情は，ある一e独立詞とノδ擁の未来形又は過去形との結合を許容しない
ように思える。今あげたJAINENDRAの文章は，彼が単一のgα顕の代りに，　cald　gayaを用い
ていることによっても注目に値する。金く同様に，過表形における一kar独立詞の強調は通常，
限定のcata　gα獅によって代用される。
　過去形における強調形で，主動詞（自動詞）の一fear独立詞と二つの助動詞（ulhnd　Par7ia）が
使われていて，全く特別に印象的なのは：
　　ve　caKkkar　uthρα解「彼らは全く驚いて立ち上った」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　83．baiShnaによって形成された強調も又，・θ独立講と共に現れることがある。もちろん，私
が観察し得たこの形態の数少ないケー’スと，dend，」θ短，殖厩，4厩，　parnd，4ditndとの類似した
合成語とは，二つの点で区別される。一つには，それらは意味に則して真の強調であり，従って，
他の助動詞の一e独立詞との大ていの合成語のように，声明や又は誇張ではない。第二に，それ
らの形式は，他の一e独立詞の強調にあっては普通であるように，助動詞の現在分詞を含まずに，
それらは皆，baithndの過去分詞によって形成されている。煮ころで，まさに瓢‘6α∫ξ舷侮は
一義的に「座っている」（私は腰を下した，Iam　seated）であり，この強調形態は明確に，座っ
ているという門つの態度を示しており，座るというふるまいを示しているのではない。（岡様に
man　baiihnaの場合もそうである。§69の例文ham　deゐ．．．及びゴO　indriye　ke＿参照）そして，
若干の例文においては，主語が実際に，具体的に「座っている」のである。この座っているとい
うことがしばしば当惑や困惑（§67－68の如く）の表現のことがある。外の使用の場合，§72で眺
めたケースと§69のケースのいくらかと同様，当惑して座る，又「圧迫する」と並んでbaiFhna
の使用の誘因となったであろう第三の「座っている」の態度をみつけることが明白である。つま
り挑発的と感じられ，黙って座っていることである。例：
a）挑発的，実際にそこに座っていること：
　　yah　gqvarin　aPne　man　m6　naノ伽8　kYa　samthe　bai1hi　hai（Pr．　Sevasadan　25頁）「この
　　田舎女が一体どう考えているのか分らない」一又は：「彼女がそんなにじっと座っている
　　時，彼女が何を考えたか」
この文章は，軽蔑的なgqvarinの使用の結果からも生じているように（実際は，そういわれる
女性は都会人である），感情を強調している。語り手（女性）は，彼女が期待しているほど注目
されないことに腹立てているのである。
b）挑発的だが，実際に座っているのではないこと：
　　3δrZ　burctiye　feiブαr　hote　hue　bhi　yah　log　sqsar　ke　thefeedar　kaise　bane　baiFheゐα‘2
　　「あらゆる悪の根元でありながら，この人達は世界をひとり占めするようなことがどうして
　　できるのか」
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この文では，baiFhnaは自動詞bannaについている。　baneは過去完了の男性複数形ではないか
という疑問がもたれようが，　しかしより真実らしいのは，慣用的な言いまわしのα毎θbαi（ha
ゐo厩「強情な，片意志を張る」（xidd　karnd）及び碗kioreδ畷厩rαhnu－「不動の姿勢でじっ
と座っている」における一eの形のように，baneは一e独立調なのである。
tum　t・／arko　ki　tarahα紛θbaithe　h・（TIVARi，　Muhdivard　KOS）「鴛達は全く子供みた
　　いに強情（意志っ張り）だ」
最後の例は，座っているという三番目の態度について，ある∂厩魏禰合成語の基礎をなすもの
と考えることが特に明らかである（§73参照）。
c）途方にくれること，実際にそこに座っていること：
　　tinρ＿man磁r8　baithe　the（Pr．　Karmabhdimi　117頁）「三人共全部そこに座った，そし
　　て感覚を亡くした」（つまり，途方にくれ，絶望的だった）
TIVARiのMuhavαrdi　Koξによると，この慣用表現は・加r独立詞と，　bailhntlにノ4禰をつ
け加えたものによっても形づくられ得る：すなわちmαnmdrkar　5α姫力雁．
tum　sab－ke－sab　efe　bit　me　ghuse　baithe　ho（Pr．同上）「君達皆，一つの穴に隠れた」
これについても又，Muhav　ara　Ko5は・kar独立詞との組み立てを明らかにしている。つまり
9勧sfear　ba｛魏禰．
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